
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

岩内町都市公園管理運営事業 岩内町 11,203,500 10,000,000 総事業費　11,203,500



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 岩内町都市公園管理運営事業

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

岩内町都市計画マスタープラン（平成17年度～令和6年度）　Ⅳ全体構想
２．まちづくりのテーマ（目標）
（基本目標）②コミュニティの再生にむけたまちづくり
（基本方針）●身近な公園整備

　町内２１ヶ所の都市公園は、地域住民のコミュニティの形成に重要な役割を担っていることか
ら、安全・安心に利用できる環境整備が求められております。平成17年策定の「岩内町都市計画マ
スタープラン」では、コミュニティの再生にむけたまちづくりを目標に、既存の公園の活用を図る
とともに、自然や歴史を生かした特色ある都市計画公園の整備促進を図るとしております。本交付
金を活用し、これら都市公園を安定的に管理運営することにより、コミュニティ拠点としての活用
を推進するとともに安全・安心な公園環境を整備し、地域住民の福祉の向上を図ります。

【目標】　岩内運動公園年間利用者数　17,000人（令和2年度）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町
交付金事業実施場所 岩内町一円

交付金事業の概要
　町内にある都市公園の安定的な管理運営を行うことにより、安全・安心な公園環境を確保するた
め、草刈りや植栽の冬囲い等の管理運営業務７ヶ月分に本交付金を活用します。

事業期間の設定理由 －

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度

岩内運動公園
年間利用者数
17,000人

岩内運動公
園年間利用

者数

成果実績 人 13,332
目標値 人 17,000

達成度 ％ 78.4%

評価年度の設定理由
事業完了時に評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金を活用し、令和2年5月～令和2年11月の7ヶ月間において、岩内町都市公園管理運営事業を実施す
ることにより、地域住民のコミュニティの形成を図ることが出来ました。成果実績が目標を下回った要因
は、新型コロナウイルス感染症による団体利用の減が考察されます。今後も引き続き、コミュニティの再
生に向けたまちづくりを行うため、本交付金を活用しながら、安全・安心な公園環境を整備することで、
地域住民のコミュニティ拠点の活用を推進し、地域住民の福祉の向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0% 0.0% 0.0%

令和4年度

委託業務量
業務件数（件）×業務期間
（月）

活動実績 件月 7
活動見込 件月 7

交付金事業の総事業
費等

令和2年度 令和3年度 令和4年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

総事業費 11,203,500

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

都市公園管理業務 指名競争入札
株式会社　宝樹造園

（小樽市）

交付金充当額 10,000,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 10,000,000

交付金事業の契約の概要

11,550,000

交付金事業の担当課室 岩内町建設経済部建設課管理係
交付金事業の評価課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

岩内地方文化センター管理運営事業 岩内町 30,662,500 29,000,000 総事業費　29,000,000円



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 岩内地方文化センター管理運営事業

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

　第２期 岩内町総合戦略（令和２年度～令和６年度）　基本目標４：ひとが集う、安全・安心な
暮らしを守る
基本的方向１「活力を生み、安心な生活を実現する環境の充実」
〈主要施策〉　●質の高い暮らしのためのまちの機能の充実

　当町では、岩内地方文化センターを中心に文化行事やサークル講座等が開催され、地域住民の活
発な芸術文化活動が行われています。また、施設機能として大ホール、図書室、視聴覚室、美術工
芸室、調理実習室、研修室など多くの機能を有し、地域における教育・文化活動の拠点施設として
多くの住民に利用されており、芸術・文化活動機会の充実とともに、住民が安心して快適に利用出
来る施設の運営が求められております。本交付金を活用し、地域の教育・文化施設を安定的に管理
運営することにより、住民の芸術文化活動を支援し、地域住民の福祉の向上を図ります。

【目標】　岩内地方文化センター入館者数　60,000人（令和2年度）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町
交付金事業実施場所 岩内町字万代

交付金事業の概要
　岩内地方文化センターの安定的な管理運営を行うことにより、地域住民の教育・文化の振興を図
るため、清掃及び設備管理業務10ヶ月間分に本交付金を活用します。

事業期間の設定理由 －

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度
文化センター

入館者数
60，000人

文化セン
ター入館者

数

成果実績 人 17,561
目標値 人 60,000

達成度 ％ 29.3%

評価年度の設定理由
事業完了時に評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金を活用し、令和2年度5月～2月の10ヶ月間において、岩内地方文化センター管理業務を実施し、地
域住民の教育・文化の振興を図ることが出来ました。成果実績が目標値を下回った要因は、新型コロナウ
イルス対策による休館措置や利用者の減少であると考察されます。今後も引き続き、サークル講座や自主
文化事業等を実施など施設運営の充実を図り、本交付金を活用しながら地域住民の教育・文化の振興を推
進することで、地域住民の福祉の向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

10
達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

令和2年度

委託業務量
業務件数（件）×業務期間
（月）

活動実績 件月 11 10 10
活動見込 件月 11

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 令和元年度 令和2年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 平成31（令和元）年度

10

総事業費 31,161,240 29,103,000 30,662,500

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

岩内地方文化センター清掃及
び設備管理業務

指名競争入札 株式会社東洋実業（札幌市）

交付金充当額 29,649,000 28,500,000 29,000,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 29,649,000 28,500,000 29,000,000

交付金事業の契約の概要

30,662,500

交付金事業の担当課室 岩内町教育委員会生涯学習課生涯学習係
交付金事業の評価課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1 地域活性化措置 岩内町保育所運営事業 岩内町 81,218,245 77,693,000 総事業費　81,218,245円



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

契約の方法 契約の相手方 契約金額

保育士19名人件費 雇用 保育士19名

交付金事業の担当課室

うち経済産業省分 77,693,000

2,145,000

交付金事業の評価課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係

 東山保育所清掃管理業務 指名競争入札
有限会社インテリア商事

（共和町）
2,062,500

 中央保育所清掃管理業務 指名競争入札
有限会社インテリア商事

（共和町）
2,431,000

 西保育所清掃管理業務 指名競争入札
有限会社インテリア商事

（共和町）

岩内町教育委員会子ども未来課子育て支援係

総事業費 81,218,245

交付金事業の総事業
費等

平成30年度

交付金充当額 77,693,000
うち文部科学省分

74,579,745

契約の目的
交付金事業の契約の概要

平成31（令和元）年度 令和2年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 令和2年度

保育士の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間
（月）） 達成度 ％ 0.0% 0.0% 97.9%

186
活動見込 人月 190

平成31（令和元）年度

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

活動実績 人月

評価年度 令和2年度

15歳未満人口
1,198人

評価年度の設定理由
事業完了時における評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

達成度 ％ 92.3%

本交付金を活用し、令和2年度5～2月の10ヶ月間において、保育士19名を確保し、3保育所の清掃業務を実
施することにより、安心・安全な保育サービス・環境を維持することができました。成果実績が目標を下
回った要因は、出生数が想定より低かったことによると考察されます。今後も引き続き、安心・安全な保
育サービスを提供できる環境を整えることにより、子育てしやすい環境を維持し出生率を高めるととも
に、本交付金を活用しながら保育士の確保を行うことで、地域住民の福祉の向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

15歳未満人
口

成果実績 人 1,106
目標値 人 1,198

交付金事業実施場所 岩内町字東山他２ヶ所

事業期間の設定理由 －

番号 措置名 交付金事業の名称
1 福祉対策措置 岩内町保育所運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町

交付金事業の概要
　子育てしやすい環境整備を目的に、町内３保育所の清掃管理業務及び保育士19名の人件費10ヶ月
間分に本交付金を活用を活用します。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

第２期 岩内町総合戦略（令和２年度～令和６年度）　基本目標３：結婚・出産・子育ての希望をかなえる
基本的方向１「結婚・出産・子育てしやすい環境の整備」
〈主要施策〉　●妊娠・出産・子育ての支援

　町の出生数の減少は深刻な状況であり、町全体として子育てしやすい環境整備を行い、質の高い教育・
保育及び地域子ども・子育て支援事業を実施することで、子育て支援の充実を図っています。本交付金を
活用し、保育施設の清掃管理や保育士を確保することによって、より質の高い保育サービスの充実を図
り、「この町で子育てをしていきたい」と思える声に応えることで、地域住民の福祉の向上を図ります。

成果目標：15歳未満人口1,198人

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

岩内町霊苑管理運営事業 岩内町 6,462,500 6,300,000 総事業費　6,462,500円



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

交付金事業の担当課室 岩内町町民生活部町民生活課生活環境係
交付金事業の評価課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係

岩内町霊苑管理業務 指名競争入札 株式会社東洋実業（札幌市）

交付金充当額 6,300,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 6,300,000

交付金事業の契約の概要

6,462,500

総事業費 6,462,500

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 平成31（令和元）年度 令和2年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 平成31（令和元）年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

10
達成度 ％ 0.0% 0.0% 100.0%

令和2年度

委託業務量
業務件数（件）×業務期間
（月）

活動実績 件月 10
活動見込 件月

事業期間の設定理由 －

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度

施設に係る苦
情件数
０件

施設に係る
苦情件数

成果実績 件 0
目標値 件 0

達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由
事業完了時に評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金を活用し、令和2年度5月～2月の10ヶ月間において、岩内町霊苑管理業務を実施し、地域住民の福
祉の向上を図ることが出来ました。今後も引き続き岩内町霊苑の安定的な管理を図り、本交付金を活用し
ながら安心安全な環境を維持することで、地域住民の福祉の向上を図っていきます。

番号 措置名 交付金事業の名称
1 公共用施設の整備、維持補修又は維持運営等措置 岩内町霊苑管理運営事業

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

　第２期 岩内町総合戦略（令和２年度～令和６年度）　基本目標４：ひとが集う、安全・安心な
暮らしを守る
基本的方向２「安心して暮らすことができるまちづくり」
〈主要施策〉　●医療・介護・生活支援・介護要望等の機能の確保

　岩内町霊苑は平成31年1月1日～令和元年12月31日までに１８３件の利用があり、多くの町民が日
常的に利用する施設ではないものの、大切な方とのお別れのために町民だれしもが利用する可能性
のある施設です。利用する遺族の方が快適に利用することができ、かつ、施設から発生する排出ガ
スや騒音等が周辺環境に配慮されることが求められることから、本交付金を活用し、施設の安定的
な管理運営をすることにより、地域住民の福祉の向上を図ります。

【目標】　施設に係る苦情件数　０件（令和2年度）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町
交付金事業実施場所 岩内町字敷島内

交付金事業の概要
　利用者が快適に利用出来る施設環境の整備及び周辺環境に配慮した施設管理を行うため、施設管
理業務１０ヶ月間分に本交付金を活用します。



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

いわないパークゴルフ場管理運営事業 岩内町 7,700,000 7,500,000 総事業費　7,700,000



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 いわないパークゴルフ場管理運営事業

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

第７期岩内町社会教育中期計画（平成２９年度～３３年度）
第２章社会教育中期計画　（２）現状と課題・主要施策
　２　文化・スポーツ活動　〈主要施策〉②スポーツの振興
　・スポーツ活動施策の利用促進（パークゴルフ場、町民プール、町民体育館）及び施設整備の充
実

　当施設においては、町民パークゴルフ大会などが開催され、地域住民の活発なスポーツ活動が行
われています。また、当施設が位置する円山リゾートエリアは町の主要な観光拠点として、近隣の
温泉施設やスキーリゾート、オートキャンプ場などと一体となった活用を検討しております。今年
度より３６ホールに増設され、さらなる活用が期待されることから、本交付金を活用し、施設の安
定的な管理運営をすることで、住民のスポーツ活動及び観光振興を支援し、地域住民の福祉の向上
を図ります。

【目標】　パークゴルフ場年間利用者数　7,300人（令和2年度）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町
交付金事業実施場所 岩内町字野束

交付金事業の概要
　いわないパークゴルフ場の安定的な管理運営を行うことにより、地域住民のスポーツ振興及び体
力向上、また円山リゾートエリアの観光振興を図るため、芝生の維持管理やグリーンの改修、新
コースの更新業務７ヶ月間分に本交付金を活用します。

事業期間の設定理由 －

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度
パークゴルフ
場年間利用者

数
7,300人

パークゴル
フ場年間利
用者数

成果実績 人 7,835
目標値 人 7,300

達成度 ％ 107.3%

評価年度の設定理由
事業完了時に評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
本交付金を活用し、令和2年5月～令和2年11月の7ヶ月間において、いわないパークゴルフ場管理運営事業
を実施することにより、地域住民の活発なスポーツ活動及び観光振興を図ることが出来ました。今後も引
き続き、スポーツ活動を促進するため、本交付金を活用しながら、施設の安定的な管理運営を行うことで
地域住民のスポーツ振興及び体力向上、また円山リゾートエリアの観光振興を支援し、地域住民の福祉の
向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0% 0.0% 0.0%

令和4年度

委託業務量
業務件数（件）×業務期間
（月）

活動実績 件月 7
活動見込 件月 7

交付金事業の総事業
費等

令和2年度 令和3年度 令和4年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

総事業費 7,700,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

パークゴルフ場管理業務 指名競争入札
北日本ターフマネジメント

（千歳市）

交付金充当額 7,500,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 7,500,000

交付金事業の契約の概要

8,800,000

交付金事業の担当課室 岩内町建設経済部観光経済課観光係
交付金事業の評価課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

岩内町学校教育施設管理運営事業 岩内町 20,388,500 19,400,000 総事業費 20,388,500円



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

　学校施設維持管理業務を円滑かつ効率的に推進し、安全安心な学校教育環境を維持するため、小
中学校４校における施設維持管理業務委託料10ヶ月分に本交付金を活用します。

　第２期 岩内町総合戦略（令和２年度～令和６年度）　基本目標３：結婚・出産・子育ての希望
をかなえる
基本的方向１「結婚・出産・子育てしやすい環境の整備」
〈主要施策〉　●妊娠・出産・子育ての支援

　当町では、人口減や少子化などによる児童・生徒数の減少が進んでいる中で、地域の状況を考慮
した学校の適正配置や教育環境の充実に向け、教育施設の適正な整備と管理に取り組んでいる状況
であります。そのような中で本交付金を活用し、施設維持管理業務を円滑かつ効率的に推進し、安
全安心な学校教育環境を維持することにより、地域住民の福祉の向上を図ります。

【目標】　小中学校の安全衛生に関する苦情件数　０件（令和2年度）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業の概要

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町
交付金事業実施場所 岩内町字東山他３ヶ所

番号 措置名 交付金事業の名称
1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 岩内町学校教育施設管理運営事業

達成度

事業期間の設定理由 －

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標

件 0

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

％ 100.0%

評価年度の設定理由

小中学校の安全
衛生に関する苦

情件数
０件

小中学校の安
全衛生に関す
る苦情件数

成果実績
目標値

件 0
単位 評価年度 令和2年度

20
活動見込

100.0%
2033

100.0%

事業完了時に評価を実施するため。
交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金を活用し、令和2年度5月～2月の10ヶ月間において、地域の児童・生徒の良好な教育環境
を維持するため、小学校施設維持管理業務及び中学校施設維持管理業務を実施し、地域の教育環境
の向上を図ることが出来ました。今後も引き続き、少子化対策や学校教育施設の充実を図り、本交
付金を活用しながら安心安全な学校教育環境を維持することで、地域住民の福祉の向上を図ってい
きます。

令和2年度

委託業務量
業務件数（件）×業務期間
（月）

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 平成31（令和元）年度

うち文部科学省分

達成度 ％ 100.0%

交付金充当額 33,000,000 51,000,000

活動実績 件月 33
件月 33

33

交付金事業の契約の概要

株式会社東洋実業（札幌市） 9,856,000

契約の目的 契約の方法

うち経済産業省分 33,000,000 51,000,000 19,400,000

備　考

総事業費 35,004,420 52,055,130 20,388,500
19,400,000

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 平成31（令和元）年度 令和2年度

10,532,500中学校施設維持管理業務 指名競争入札 株式会社東洋実業（札幌市）

岩内町経営企画部企画財政課財政係

契約の相手方 契約金額

交付金事業の担当課室 岩内町教育委員会総務・学校整備課総務係
交付金事業の評価課室

小学校施設維持管理業務 指名競争入札



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1 地域活性化措置
岩内町保健福祉・居宅介護サービス提供
事業

岩内町 36,596,133 28,400,000 総事業費　36,596,133円



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

人月 70.0 88.0 80.0
達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

交付金事業の概要
　健康寿命の延伸や安全な出産、子どもの健やかな発達、健康教育や健康相談、栄養指導の推進や
ケアプランの作成などを目的に、保健福祉・居宅介護サービス提供事業の安定運営を行うため、保
健師３名、栄養士２名、介護支援専門員３名の人件費１０ヶ月間分に本交付金を活用します。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

第２期 岩内町総合戦略（令和２年度～令和６年度）　基本目標４：ひとが集う、安全・安心な暮
らしを守る
基本的方向２「安心して暮らすことができるまちづくり」
〈主要施策〉　●医療・介護・生活支援・介護要望等の機能の確保

　当町では、がん、心臓疾病等による死亡原因の割合が高いことから、健康診査・健康相談等の充
実による生活習慣の改善を促し、地域住民の健康推進を図っている。本交付金を活用し、保健師や
栄養士、介護支援専門員を確保することによって、健康診査・健康相談・ケアプラン業務の充実を
図り、国保特定健診受診率の向上を促し、生活習慣病の重症化を未然に防止することで地域住民の
福祉の向上を図る。

【目標】　国保特定健診受診率　60.0%　（令和2年度）
　　　　　 国保特定健診受診者数（有資格者）÷国保被保険者数×100

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和２年度
事業期間の設定理由 －

番号 措置名 交付金事業の名称
1 地域活性化措置 岩内町保健福祉・居宅介護サービス提供事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町
交付金事業実施場所 岩内町一円

交付金事業の成果目
標及び成果実績

国保特定健診
受診率
60.0%

国保特定健診
受診者数（有
資格者）÷国
保被保険者数
×100

成果実績 ％ 37.8

目標値 ％ 60.0

達成度 ％ 63.0%

評価年度の設定理由
事業完了時に評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和２年度

本交付金を活用し、令和2年度5～2月の10ヶ月間において、保健師3名、栄養士2名、介護支援専門員3名を
確保することにより、住民の健康増進や充実した介護サービスの提供を図ることが出来ました。成果実績
が目標を下回った要因は、国保特定健診の周知不足等が考察されます。今後も引き続き、いわない広報や
防災行政無線を活用し、周知の徹底を図ることで受診率の向上を促し、本交付金を活用しながら保健師、
栄養士、介護支援専門員の確保を行うことで、健康増進を推進して地域住民の福祉の向上を図っていきま
す。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 平成31（令和元）年度 令和2年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

総事業費 30,388,349 38,335,479 36,596,133

活動指標 単位 平成30年度 平成31（令和元）年度 令和2年度

保健師・栄養士・介護支援専門員の
雇用量（雇用人数（人）×雇用期間
（月）

活動実績 人月 70.0 88.0 80.0
活動見込

交付金充当額 29,263,000 32,000,000 28,400,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

29,263,000 32,000,000 28,400,000

保健師3名、栄養士2名、介護
支援専門員3名人件費 雇用

保健師3名、栄養士2名、介護
支援専門員3名 36,596,133

交付金事業の担当課室 岩内町健康福祉部健康づくり課健康推進係
交付金事業の評価課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

岩内町公共用施設維持修繕・維持補修基金造成事業 岩内町 9,072,844 9,072,844 総事業費　9,072,844円



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 岩内町公共用施設維持修繕・維持補修基金造成事業

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

・岩内町公共施設等総合管理計画（平成28年12月発行、平成30年4月改訂）
16　施設型類毎の管理に関する基本的な方針（15ページ）
　　　　⑴　公共施設（建築物）に関する基本方針

　　　　【目標】岩内町公共施設の稼働率100％（令和6年度）
　　　　（年間稼働率＝正常稼働年数÷事業期間中の稼働年数×100）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町
交付金事業実施場所 岩内町字高台

交付金事業の概要 岩内町公共用施設維持修繕・維持補修に係る基金造成を行います。

事業期間の設定理由 処分計画表により令和5年度に処分を完了する予定のため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

岩内町公共施
設の稼働率

100％

年間稼働率
（正常稼働
年数÷事業
期間中の稼
働年数×
100）

成果実績 ％

目標値 ％ 100.0%

達成度 ％ 0.0%

評価年度の設定理由
処分が完了する予定の令和5年度の翌年度の実績で評価を行うため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本基金の造成により、施設機能を維持させるため、修繕・維持補修経費の財政的基盤を築くことができ
ました。基金による財源の確保がなされたことによって、今後は町の公共施設等総合管理計画に則り、計
画的かつ適切な時期に修繕・維持補修業務を実施することが可能となりました。計画的な取り崩しを行
い、施設の維持補修を図ることによって、住民福祉のさらなる発展に務めます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0% 0.0% 0.0%

令和4年度

基金の造成額（円）

活動実績 円 9,072,844
活動見込 円 9,072,844

交付金事業の総事業
費等

令和2年度 令和3年度 令和4年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

総事業費 9,072,844

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
基金造成 積み立て －

交付金充当額 9,072,844
うち文部科学省分

うち経済産業省分 9,072,844
交付金事業の契約の概要

9,072,844
交付金事業の担当課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係
交付金事業の評価課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1 地域活性化措置 岩内町資源物リサイクル・ごみ処理事業 岩内町 97,615,000 74,000,000 総事業費　97,615,000



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標

交付金事業の概要
　岩内町資源物リサイクル・ごみ処理事業は、町内の資源物収集運搬業務及びごみ収集等業務を円
滑かつ効率的に推進し、地域住民の良好な生活環境を維持するため、資源物収集運搬業務委託料
10ヶ月間分とごみ収集等業務委託料10ヶ月間分に本交付金を活用します。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

　岩内町ごみ処理基本計画（平成22年度～令和7年度）
●第7章　ごみ排出量の推計

　当町のごみ排出量は、ごみ処理有料化により大きく減少しているが、今後もごみ排出抑制に努
め、増加させずに、横這いで推移させるよう努めていくものとしています。また，資源物リサイク
ル・ごみ処理事業は、岩内地方衛生組合岩内地方清掃センターの稼働により、ごみ処理関連施設が
一新され、より環境を重視した効率的な施設として運用されおり、今後も地域住民の良好な生活環
境を維持するため、一層のごみの減量化、資源化を図ることによって、地域の衛生環境の向上を目
指すものであります。

【目標】　年間ごみ排出量　4,954t/年（令和2年度）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度
事業期間の設定理由 －

単位 評価年度 令和2年度

年間ごみ排出
量

4,954t/年

評価年度の設定理由
岩内町ごみ処理基本計画により毎年度事業評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
本交付金を活用し、令和2年度5月～2月の10ヶ月間において、資源物収集運搬業務及びごみ収集等業務を実
施し、地域住民の良好な生活環境を維持することが出来ました。今後も引き続き、地域住民の良好な生活
環境を維持するため、本交付金を活用しながら、一層のごみの減量化、資源化を推進することによって地
域の衛生環境の向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

番号 措置名 交付金事業の名称
1 地域活性化措置 岩内町資源物リサイクル・ごみ処理事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町
交付金事業実施場所 岩内町一円

年間ごみ排
出量

成果実績 t 4,127
目標値 t 4,954

達成度 ％ 120.0%

活動見込 件月 24 30
達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

令和元年度

30

総事業費 70,329,600 94,568,400 97,615,000

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 令和元年度 令和2年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 令和2年度

委託業務量
業務件数（件）×業務期間
（月）

活動実績 件月 24 30 30

交付金充当額 65,995,000 79,900,000 74,000,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 95,995,000 79,900,000 74,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の評価課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の担当課室 岩内町町民生活部町民生活課生活環境係

資源物収集運搬業務
（かん類・びん類・ペットボトル）

指名競争入札 株式会社三田運輸（岩内町） 14,840,000

資源物収集運搬業務
（紙類、プラスチック製容器包

指名競争入札 エコメンテナンス株式会社（岩内町） 25,630,000

ごみ収集等業務 指名競争入札 エコメンテナンス株式会社（岩内町） 57,145,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

岩内町地域交流センター・町民体育館管理運営事業 岩内町 9,429,750 8,965,000 総事業費　8,965,000円



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
岩内町地域交流センター・町民体育館
管理運営業務 指名競争入札

有限会社Liberty・Japan
（岩内町）

9,429,750

交付金事業の担当課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係

交付金充当額 8,800,000 8,965,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 8,800,000 8,965,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の評価課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係

平成31（令和元）年度

10

総事業費 8,984,325 9,429,750

交付金事業の総事業
費等

平成30年度 平成31（令和元）年度 令和2年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 平成30年度 令和2年度

委託業務量
業務件数（件）×業務期間
（月）

活動実績 件月 10 10
活動見込 件月 10
達成度 ％ 0.0% 100.0% 100.0%

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度

町民体育館入
館者数
23,500人

評価年度の設定理由
事業完了時に評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
本交付金を活用し、令和2年度5月～2月の10ヶ月間において、岩内町地域交流センター・岩内町民体育館管
理業務を実施することにより、町民相互の交流の促進及び学習・文化活動の振興を図ることが出来まし
た。成果実績が目標値を下回った要因は、新型コロナウイルス感染対策に伴う休館等が考察されます。今
後も引き続き、文化・スポーツ環境の充実を促進するため、本交付金を活用しながら地域の文化・スポー
ツ施設を安定的に管理運営することにより、地域の文化活動及びスポーツ活動を支援し、地域住民の福祉
の向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

町民体育館
入館者数

成果実績 人 20,054
目標値 人 23,500

達成度 ％ 85.3%

交付金事業の概要
　岩内町地域交流センター・町民体育館の安定的な管理運営を行うことにより、町民相互の交流の
促進及び学習・文化活動の振興並びに町民の健全な心身の発達と体育・スポーツの普及振興及び体
力向上を図るため、管理運営及び設備管理業務10ヶ月間分に本交付金を活用します。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

第７期岩内町社会教育中期計画（平成２９年度～３３年度）
第２章社会教育中期計画　（２）現状と課題・主要施策
　２　文化・スポーツ活動　〈主要施策〉②スポーツの振興
　・スポーツ活動施策の利用促進（パークゴルフ場、町民プール、町民体育館）及び施設整備の充
実

　一体的に整備された岩内町地域交流センター及び町民体育館は、町民相互の交流の促進及び学
習・文化活動の振興並びに福祉の増進や、町民の健全な心身の発達と体育・スポーツの普及振興及
び各種行事等の開催に資するための拠点施設として多くの住民に利用されています。地域住民のス
ポーツ活動機会の充実とともに、住民が安心して快適に利用できる施設の運営が求められているこ
とから、本交付金を活用し、地域の文化・スポーツ施設を安定的に管理運営することにより、住民
の文化活動及びスポーツ活動を支援し、地域住民の福祉の向上を図ります。

【目標】　町民体育館入館者数　23,500人（令和2年度）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度
事業期間の設定理由 －

番号 措置名 交付金事業の名称
1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 岩内町地域交流センター・町民体育館管理運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町
交付金事業実施場所 岩内町字高台



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

岩内町民プール管理運営事業 岩内町 0 0



Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

事業期間の設定理由 －

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度

町民プール
入館者数
6,000人

番号
1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩内町
交付金事業実施場所 岩内町字高台

措置名
公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置

人 6,000

交付金事業の概要
　岩内町民プールの安定的な管理運営を行うことにより、地域住民のスポーツ振興及び体力向上を
図るため、清掃、設備衛生管理、監視及び受付業務６ヶ月間分に本交付金を活用します。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

第７期岩内町社会教育中期計画（平成２９年度～３３年度）
第２章社会教育中期計画　（２）現状と課題・主要施策
　２　文化・スポーツ活動　〈主要施策〉②スポーツの振興
　・スポーツ活動施策の利用促進（パークゴルフ場、町民プール、町民体育館）及び施設整備の充
実

　当町では、岩内町民プールにおいて学校水泳授業や各団体の水泳教室などが開催され、地域住民
の活発なスポーツ活動が行われています。また、地域における教育・スポーツ活動の拠点施設とし
て多くの住民に利用されており、地域住民のスポーツ活動機会の充実とともに、住民が安心して快
適に利用出来る施設の運営が求められております。本交付金を活用し、地域の教育・スポーツ施設
を安定的に管理運営することにより、住民のスポーツ活動を支援し、地域住民の福祉の向上を図り
ます。

事業開始年度 令和2年度

町民プール
入館者数
（人） 達成度 ％ 0.0%

成果実績 人
目標値

備　考

達成度 ％ 0.0% 0.0% 0.0%

交付金事業の名称
岩内町民プール管理運営事業

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無し

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

事業終了（予定）年度 令和2年度

交付金事業の定性的な成果及び評価等
新型コロナウイルスの影響により、当初5月を予定していた町民プールの開館が7月10日までずれ込
んだ事により、岩内町民プール管理運営業務の積算が大幅に減額となり、当初申請額との乖離が生
じたこと及び、今後のコロナウイルスの感染拡大等により再び休館となる可能性もあることから、
当該交付金事業を取り下げ、廃止としました。

評価年度の設定理由
事業完了時に評価を実施するため

0 0

交付金充当額 0
総事業費 0

交付金事業の活動指
標及び活動実績

0
活動見込 件月 0 0 0

委託業務量
業務件数（件）×業務期間
（月）

活動実績 件月

交付金事業の総事業
費等

令和2年度 令和3年度 令和4年度

うち経済産業省分 0
うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 岩内町教育委員会生涯学習課生涯学習係

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 岩内町経営企画部企画財政課財政係


